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　　　　　　　　　　第2編　大学　第5章　会計（日本福祉大学通信教育課程学費等納付規程）



日本福祉大学通信教育課程学費等納付規程

 (趣旨)


第1条　日本福祉大学通信教育課程に関する規則（以下、「通信教育課程に関する規則」という。）第45条、第46条に定める日本福祉大学福祉経営学部（通信教育）の学費、及び手数料等の納付については、本規程の定めるところによる｡


（学費・入学選考料）


第2条　学費とは、「入学金」、「継続料」、「基本授業料」、「単位授業料（＝1単位当たりの授業料）」、「スクーリング受講料」、「クラス制科目受講料」、「実習登録費」、「実習委託費」等をいう。


2
手数料は、「入学選考料」、「除籍内示取消料」、「証明書発行手数料」等をいう。


3
学費は別表1、入学選考料は別表2の所定の金額とする。なお、本学園同窓会員及び同窓会員による推薦を受けた者等の学費等の減免は別表1のとおりとする。

（納付期限）


第3条　学費のうち「入学金」、「基本授業料」、「単位授業料」は毎年､別に定める期限までに所定の金額を一括して納付しなければならない｡


2　学費のうち「スクーリング受講料」、「クラス制科目受講料」、「実習登録費」、

「実習委託費」並びに手数料は、その都度納入しなければならない。

（未納者の扱い）


第4条　前条に定める学費のうち新入生については「入学金」、「基本授業料」を納付期限までに納付せず､引続き6月末日（金融機関営業日）まで未納の者は、入学許可を取り消す。「単位授業料」については、7月末（金融機関営業日）まで未納の者には、除籍を内示する。追加履修登録分は12月末日（金融機関営業日）まで未納の者には除籍を内示する。

2　在学生については、「基本授業料」、「単位授業料」を納付期日までに納付せず、引き続き6月末日（金融機関営業日）まで未納の者には除籍を内示する。追加履修登録分の「単位授業料」については12月末日（金融機関営業日）まで未納の者には除籍を内示する。


3　除籍を内示された者が､除籍内示後1ヵ月以内（金融機関営業日内）に､所定の学費及び別表2に定める「除籍内示取消料」を納付し、除籍内示取消しの手続きをとった時は､その取消しを認める｡ただし､1ヵ月を超えて手続きをとった場合でも､やむをえない事情があったと認められた時には､その取消しを認めることがある｡（除籍）


第5条　除籍を内示された者が､前条第3項に定める手続きをとらない時は除籍する｡


2　前項により除籍された者の除籍期日は次のとおりとする｡

   　新入生


「単位授業料」未納除籍者 － 当該年度3月31日

（「入学金」「基本授業料」未納者は入学許可取り消し）


在学生


「基本授業料」未納除籍者 － 前年度3月31日


「単位授業料」未納除籍者－ 当該年度3月31日

（休学）


第6条　通信教育課程に関する規則第31条により休学の許可を受けた者の学費は次のとおりとする。


(1)　休学者の当該年度の「基本授業料」は免除し、代りに別表1に定める「在籍料」を納付しなければならない。

(2)　在籍料は、休学期間の開始日から1ヶ月以内（金融機関営業日内）に納付しなければならない。未納となった場合は、休学の許可を取り消すものとする。

（退学）


第7条　退学者の既に納付されている学費等は原則として返還しない。


（復学）


第8条　通信教育課程に関する規則第33条により復学の許可を受けた者の学費は､復学した者の属する学年の学生の納付すべき学費納付金額とする｡


（再入学）


第9条　通信教育課程に関する規則第38条による再入学の申請にあたっては、別表1に定める「再入学料」を納めなければならない。

2　再入学の許可を受けた者の学費は、再入学した者の属する学年の学生が納付すべき学費納付金額とする｡


3　再入学した者の納付した「入学金」が再入学した者の属する学年の納付した「入学金」に比べて、不足を生ずる時はその差額を徴収する。


（転籍）


第10条
　通信教育課程に関する規則第35条により通学課程から通信課程への転籍の許可を受けた者の学費は､転籍した者の属する学年の学生の納付すべき学費納付金額とする｡


（留年）


第11条　留年した者の学費は､留年した者の属する学年の学生の納付すべき学費納付金額とする｡


（編入学･転入学）


第12条　通信教育課程に関する規則第16条により、編入学又は転入学の許可を受けた者の学費は次のとおりとする。


(1) ｢入学金｣は編入学又は転入学の入学許可を受けた年度の新入学生の納付金額と同額とする｡


(2) 前号の「入学金」を除く学費は､編入学又は転入学の許可を受けた者の属する学年の学生の納付すべき学費納付金額とする。


（減免）


第13条　「入学選考料」及び「入学金」の減免は別表1のとおりとする。

2　理事長が必要と認めた時は､災害等による特別減免を行うことができる｡


（他課程聴講料）


第14条
　他課程聴講を許可された者の他課程聴講料は別表1のとおりとする。


（手数料）


第15条
　入学を願い出る者の「入学選考料」、海外に在住する者の「海外郵送料」、「諸証明書発行手数料」などの手数料は別表1のとおりとする。


2　諸証明の発行を希望する者は、所定の手続を行い、郵送料などの実費を負担する。


（学費等の返還）


第16条　既に納付した学費及び手数料は原則として返還しない。


2　前項にかかわらず、死亡除籍となった者の「入学金」を除く当該年度の学費は遺族に返還するものとする。

3　「実習登録費」[実習年度分]、「実習登録費」[実習２年目分]、「相談援助実習」の単位授業料は、実習開始前に実習を辞退した場合は返還するものとする。「実習委託費」は実習にかかった日数分の委託費を納付しなければならない。日本福祉大学通信教育課程に関する規則の別表１に定める資格科目（相談援助実習を除く）については、受講しなかった科目の「スクーリング受講料」「クラス制科目受講料」は返還し、「単位授業料」は返還しない。

4　資格科目以外のスクーリング科目は、所定の期日までに手続きを行った場合、「単位授業料」、「スクーリング受講料」、「クラス制科目受講料」を返還する。


5　返還に関わる振込手数料などの実費は、返還を受けるものが負担する

（規程の所管課室）


第17条　本規程の所管課室は､通信教育部事務室とする｡


（規程の改廃）


第18条　本規程の改廃は、理事長がこれを行う。


附　則

1　本規則は、2001年4月1日より施行する。


2　本規則は、2002年4月1日より一部改正施行する。


3　本規則は、2003年4月1日より一部改正施行する。


4　本規則は、2004年4月1日より一部改正施行する。


5　本規則は、2004年6月1日より一部改正施行する。


6　本規則は、2005年4月1日より一部改正施行する。


7　本規則は、2006年4月1日より一部改正施行する。

8　本規則は、2010年4月1日より一部改正施行する。ただし、2009年度以前の入

学者については、第2条、第3条、及び第16条は従前の例による。

9　本規則は、2011年4月1日より一部改正施行する。

10　本規則は、2012年4月1日より一部改正施行する。

11　本規程は、2015年4月1日から改正施行する。

12　本規程は、2016年4月1日から一部改正施行する。ただし、2015年度以前の入学者については、第2条及び第16条は従前の例による。


13　本規程は、2019年4月1日から一部改正施行する。ただし、2015年度以前の入学者については、第2条及び第16条は従前の例による。


14　本規程は、2020年4月1日から一部改正施行する。

15　本規定は、2021年4月1日から一部改正施行する。


		別表1　学費(第2条関係)

区　　分

		学生区分

		金額



		入学金

		正科生

		30,000円


ただし、日本福祉大学（大学院、中部社会事業短期大学、女子短期大学部、附属立花高等学校・立花高等学校及び附属高等学校、中央総合福祉専門学校・中央福祉専門学校、高浜専門学校を含む）の卒業生本人、日本福祉大学（大学院、中部社会事業短期大学、女子短期大学、通信教育部正科生・科目等履修生・特修生を含む）に1年以上在籍した者が入学する場合は無料とする。


また、日本福祉大学同窓会員の推薦があり出願する者、又は、日本福祉大学同窓会員に準ずる者として別に定める本通信教育部が認める者の推薦があり入学する者は半額とする。



		

		科目等履修生

		10,000円


ただし、日本福祉大学（大学院、中部社会事業短期大学、女子短期大学部、附属立花高等学校・立花高等学校及び附属高等学校、中央総合福祉専門学校・中央福祉専門学校、高浜専門学校を含む）の卒業生は無料とする。


また、日本福祉大学同窓会員の推薦があり出願する者、又は、日本福祉大学同窓会員に準ずる者として別に定める本通信教育部が認める者の推薦があり入学する者は半額とする。



		

		特修生

		10,000円


ただし、日本福祉大学同窓会員の推薦があり出願する者、又は、日本福祉大学同窓会員に準ずる者として別に定める本通信教育部が認める者の推薦があり入学する者は半額とする。



		継続料

		科目等履修生

		10,000 円

ただし、日本福祉大学（大学院、中部社会事業短期大学、女子短期大学部、附属立花高等学校・立花高等学校及び附 属高等学校、中央総合福祉専門学校・中央福祉専門学校、高浜専門学校を含む）の卒業生は無料とする。また、日本福祉大学同窓会員の推薦があり出願する者、又は、日本福祉大学同窓会員に準ずる者として別に定める本通信教育部が認める者の推薦があり入学する者は半額とする。



		

		特修生

		10,000 円

ただし、日本福祉大学同窓会員の推薦があり出願する者、又は、日本福祉大学同窓会員に準ずる者として別に定める 本通信教育部が認める者の推薦があり入学する者は半額 とする。



		再入学料

		正科生

		10,000円



		基本授業料

		正科生

		31,500円



		在籍料

		正科生

		10,000円（年間）



		単位授業料　　（1単位当たり）

		＊

		5,500円



		スクーリング　受講料 　　　　　（1科目当たり）

		＊

		5,000円


ただし、「スウェーデン研修」「研究論文指導」を除く。



		研究論文指導　受講料

		正科生

		50,000円






		クラス制科目


受講料　　　　　（1科目当たり）

		正科生


科目等履修生

		5,000 円


「学びの技法Ⅱ（文章作成演習）」「精神・発達障害者の理 解と共働」「認知症の人と地域包括ケア」「被災者支援と福祉防災に向けた実践演習」「アディクションと生きる社会を考える」「相談援助演習 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」「相談援助実習指導Ⅰ・Ⅱ」「精神保健福祉相談援助演習Ⅰ・Ⅱ」「精神保健福祉相談援助実習指導Ⅰ・Ⅱ」「ソーシャルシャルワーク演習 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」「ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱ」「ソーシャルワーク演習 Ⅰ・Ⅱ（精神）」「ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱ（精神）」の計 23 科目に適用する。



		実習登録費


（社会福祉士）

		正科生


実習科目等履修生

		2009年度入学生　

		32,000円



		

		

		2010年度以降入学生

		[実習前年度分] 40,000円


[実習年度分] 40,000円



		実習登録費


（精神保健福祉士）

		正科生

		2011年度以前入学生

		65,000円



		

		

		2012年度以降入学生

		110,000円



		

		

		2016年度以降入学生

		[実習前年度分] 55,000円


[実習年度分] 55,000円



		実習委託費


（社会福祉士）

		正科生


実習科目等履修生

		38,400円（基準額）


ただし、実習先の規定額が上回る場合にはその差額を別途納入するものとする。



		実習委託費


（精神保健福祉士）

		正科生

		33,600円（基準額）


ただし、実習先の規定額が上回る場合にはその差額を別途納入するものとする。



		再履修料

		＊

		「単位授業料」「スクーリング受講料」と同額とする。


ただし、テキストが不要な場合の「単位授業料」は、申出に基づき1単位当たり単位授業料から1,000円引いた額とする。



		通学課程 履修料

		正科生

		「単位授業料」＋「スクーリング受講料」とする。



		スクーリング  聴講料


（1科目当たり）

		聴講生

		スクーリング科目　5,000円


ただし、「福祉経営序論」「フォローアップセッションⅠ（効果的な学び）」「フォローアップセッションⅡ（実践的な学び）」「障害者スポーツ研究」「研究論文指導」「スウェーデン研修」「精神・発達障害者の理解と共働」「認知症の人と地域包括ケア」「被災者支援と福祉防災に向けた実践演習」「アディクションと生きる社会を考える」及び資格科目を除く。



		取得資格追加


単位認定料


（1科目当たり）

		正科生

		3,000円





＊　学生区分の＊は、正科生・科目等履修生・特修生すべてをさす。


別表2　手数料（第2条関係）

対象となる学生区分は、正科生・科目等履修生・特修生すべてをさす。


		区　　　分

		金     額



		入学選考料

		10,000円


ただし、日本福祉大学（大学院、中部社会事業短期大学、女子短期大学部、附属立花高等学校・立花高等学校及び附属高等学校、中央総合福祉専門学校・中央福祉専門学校、高浜専門学校を含む）の卒業生本人、併修生、日本福祉大学（大学院、中部社会事業短期大学、女子短期大学、通信教育部正科生・科目等履修生・特修生を含む）に1年以上在籍した者、日本福祉大学同窓会員の推薦があり出願する者、又は、日本福祉大学同窓会員に準ずる者として別に定める本通信教育部が認める者の推薦があり出願する者は無料とする。



		除籍内示取消料

		5,000円



		海外郵送料

		海外に在住し海外への郵送が必要な者、一律　10,000円（年額）



		学生証再発行手数料

		2,000円



		証明書発行手数料

		[在校生]


1   旅客運賃学生割引証 手数料なし


2   在学証明書 200円


3   科目等履修生証明書 200円


4   特修生証明書 200円


5   在籍証明書 200円


6   休学期間証明書 200円


7   スクーリング受講予定証明書 200円


8   スクーリング受講証明書 200円


9   単位修得・学業成績証明書 200円


10  単位修得・学業成績・卒業見込証明書 200円


11  卒業見込証明書 200円


12  社会福祉士・精神保健福祉士基礎科目履修見込証明書 200円


13  資格取得見込証明書 200円


14  2～6、9～11の英文証明書 1,000円


[卒業生及び修了生]


15　在学期間証明書　200円


16　在籍期間証明書　200円


17　単位修得・学業成績及び卒業証明書200円


18　卒業証明書　200円


19　修了証明書　200円


20  精神保健福祉士基礎科目履修見込証明書 200円


21　資格取得証明書 200円


22  15～19の英文証明書　1,000円





